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1. はじめに 

 脳の神経伝達物質であるドーパミン(DA)は

アルコールやニコチンなどの摂取に関する報

酬系を制御するとされており、神経疾患の治療

を目的とした研究において重要である。これま

でに我々は、報酬系に関与する中脳辺縁系であ

る腹側被蓋野 （VTA）から側坐核（NAcShell）

への投射経路において、脳機能計測を行ってき

た[1]。本研究では特にイメージセンサーを用

いて取得した「脳機能イメージング」とマイク

ロダイアリシスによる「ドーパミン濃度」の同

時測定において解析を行いその相関関係の解

明を試みた。 

2. 実験方法 

 脳神経活動を可視化するカルシウムイメー

ジングのため、蛍光たんぱく質（GCaMP6） を

発現させたマウスの VTA における細胞の発火

を、我々が開発した CMOS イメージセンサー

[2]で取得した。また、NAcShell におけるドー

パミン濃度の検出には、マイクロダイアリシス

法を用いて、蛍光イメージングと同時測定を行

った。本実験では薬物刺激としてニコチンの腹

腔投与を主として行っているが、アルコール摂

取との関係を調べるために、急性アルコール経

口投与、また慢性アルコール自己摂取と組み合

わせた条件で行い、単独ニコチン投与、単独ア

ルコール経口投与との比較も行った。 

3. 結果 

本予稿では慢性アルコール中毒マウスに対

してニコチン腹腔投与の条件下における結果

を示す。Fig. 1に蛍光イメージングの経時変化

を示した。ニコチン投与後 10分で蛍光強度が

最高に達し、ニコチン投与による神経活動が活

発になっていることが観察された。 

上述の蛍光イメージングにおいて細胞体と

思われる個所（Fig. 1の ROI）の蛍光強度を 15

分毎に数値化して Fig. 2 の線グラフとして経

時変化を示した。相関を直接観察できるように

マイクロダイアリシスでのドーパミンの濃度

変化を棒グラフとして Fig. 2 に重ねて示した。

2 つの結果の相関係数は 0.91 であり、本実験

の有用性を示すことができた。 

Fig. 1: 慢性アルコール＋ニコチン条件下でのイメー

ジング。（上）差分イメージ（下）∆𝐹/𝐹．黄色枠：ROI 

 

Fig. 2: 慢性アルコール＋ニコチン条件下での、マイク

ロダイアリシスによるドーパミン濃度変化と Fig. 1 に

おける ROI の強度変化率 

 

本研究における動物実験は、「奈良先端科学技

術大学院大学動物実験指針」を遵守して行った。 
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